
� はじめに

神経芽細胞腫（以下 NB）は，小児悪性腫瘍のなかで

発生頻度が高く予後も悪いが，早期発見，早期治療によ

り完治可能であることから，生後６ヶ月の乳児を対象に

昭和６１年１０月から「香川県神経芽細胞腫検査事業実施要

綱」に基づき県市町の協力を得て実施していた。しかし

平成１５年７月厚生労働省の「神経芽細胞腫マススクリ

ーニング検査のあり方に関する検討会」において「休止

することが適切」とする報告書１）がとりまとめられたこ

とにより平成１５年９月１日より順次休止した。平成１５年

度のマス・スクリーニング実施状況を報告する。

� 方 法

１ 検査対象者

全県下の６ヶ月児と中讃保健所坂出支所管内の１

歳６ヶ月児で保護者が検査を希望する者を対象に行

った（検査を順次休止した平成１５年９月から１６年３

月までは，休止前に採取容器の配布を既に受けてい

た希望者のみ実施）。

２ 検査材料

保護者から送付された生尿を用いた。

３ 検査方法

生尿をリン酸緩衝液（PH７．４）で１０倍希釈（クレ

アチニン値が低いものは５倍）し高速液体クロマト

グラフィにて VMA，HVAを測定した。得られた

VMA，HVAの値は希釈尿のクレアチニン値（Jaffe'

法）で補正しクレアチニン比とした。

� 結果および考察

平成１５年４月から平成１６年３月までのスクリーニング

の実施件数は，６ヶ月児５２２２件１歳６ヶ月児３４１件であ

る（表１）。また，６ヶ月児の地域別実施件数を表２に示

した。再検依頼数２４１件のうち検体不備は７２件であり，

そのうち尿量不足５件クレアチニン低値６４件採尿から受

付までの日数超過等３件である。疑陽性率は３．４２％であ

る。１歳６ヶ月児の地域別実施件数を表３に示した。再

検依頼数１１件のうち検体不備は０件であり，疑陽性率は

３．２９％である。疑陽性率が高い理由としては，一般的に

バナナ摂取や薬によるとされているので採取時の注意事

項の徹底が望まれる。なお，要精検児は６ヶ月児の１名

であり，現在経過観察中である。

過去１７年間の実施状況を示した（表４，５）。６ヶ月児

の要精検児累積発見率は平成１４年度までは１/５７３５であ

り今年度末では１/５７０１であった。１歳６ヶ月児の要精

検児累積発見率は平成１４年度末では１/３３００であり今年

度末では１/３４６７であった。（１歳６ヶ月児の受検率は前

年度中讃保健所坂出支所管内出生数と今年度受検者数の

比である。）

� まとめ

今年の HPLCによる NBマス・スク－ニングは，６

ヶ月児５２２２件について実施し，１名の要精検児を発見し

た。今年度の発見率は１/４９３９であり，過去１７年間では

１/５７０１となった。９月より順次休止したため受検率は

５４．２４％である。１歳６ヶ月児では，３４１件のスクリーニ

ングを実施したが，要精検児は発見できなかった。

厚生労働省検討会報告書でも触れられているように今

後，神経芽細胞腫マススクリーニングの実施時期の変更
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や新たな検査方法について十分検討がなされ，乳児の死

亡率減少をめざす必要があると思われる。

月
平成１５年 平成１６年

合計
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

総検査実施件数 ６９０ ７１８ ６３８ ６６６ ６３７ ６３２ ５８８ ３０６ １７７ ８７ ４０ ４３ ５２２２

受 付 検 体 数 ６６２ ６９６ ６０９ ６１４ ６０３ ５９５ ５４８ ２８９ １６７ ８０ ３８ ３８ ４９３９

再 採 尿 検 査 ２０ １８ ２３ ４６ ３２ ３６ ３２ １５ ８ ７ ２ ３ ２４２＊

月
平成１５年 平成１６年

合計
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

総検査実施件数 ５６ ５６ ５１ ５５ ４３ ５３ １５ ７ ２ １ ０ ２ ３４１

受 付 検 体 数 ５６ ５５ ４９ ５３ ４３ ５２ １５ ７ ２ １ ０ １ ３３４

再 採 尿 検 査 ０ １ ２ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ７

平成１５年 平成１６年
計

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

検

査

実

人

員

数

高松市 ７ ヶ 月 ２０４ １９５ １５９ ２１１ １８６ １８４ １６７ ８１ ２０ ０ １ ０ １４０８

７ヶ月以降 ４７ ７０ ５０ ４３ ４４ ５５ ５１ ４３ ２９ １１ ４ ５ ４５２

東 讃 ７ ヶ 月 ７１ ７７ ９３ ８３ ６７ ８１ ７３ ２０ １０ ８ ４ １２ ５９９

７ヶ月以降 ３１ ２２ ２０ １４ ２４ １３ ２０ １１ ５ ７ ４ ８ １７９

土 庄 ７ ヶ 月 １５ ９ ９ １２ ９ ９ ８ ３ ３ ３ ５ ０ ８５

７ヶ月以降 ３ ５ ３ ７ ３ ２ ３ １ ０ １ ２ １ ３１

中 讃 ７ ヶ 月 ５２ ５８ ４０ ４３ ５２ ５０ ６１ ２７ ３８ １９ ０ ０ ４４０

７ヶ月以降 ２３ ２１ ２４ １３ １８ ２１ ２８ １４ １７ １６ １３ ８ ２１６

坂 出 ７ ヶ 月 ７６ ６０ ５９ ６１ ６３ ６１ ４１ ２８ ３ ０ ０ ０ ４５２

７ヶ月以降 ２２ ２０ １７ １９ １４ ２１ １５ １２ １１ ３ ０ １ １５５

琴 平 ７ ヶ 月 ４２ ５４ ５３ ３８ ３７ ３６ ３７ １７ １１ ３ ２ ０ ３３０

７ヶ月以降 １０ １９ ８ １４ ６ １５ ９ ６ ７ ４ １ １ １００

西 讃 ７ ヶ 月 ３６ ４５ ３３ ３５ ３５ ３４ ２２ １６ ５ １ ０ ０ ２６２

７ヶ月以降 ３０ ４１ ４１ ２１ ４５ １３ １３ １０ ８ ４ ２ ２ ２３０

計 ４９６ ４９８ ４４６ ４８３ ４４９ ４５５ ４０９ １９２ ９０ ３４ １２ １２ ３５７６

１６６ １９８ １６３ １３１ １５４ １４０ １３９ ９７ ７７ ４６ ２６ ２６ １３６３

再 検 依 頼 数 ２０ ２１ ３７ ４０ ４４ ３２ ３１ ４ ５ ３ ３ １ ２４１

検 体 不 備 数 ４ ９ １１ １１ １２ ７ １５ １ １ １ ０ ０ ７２

疑 陽 性 数 １６ １２ ２６ ２９ ３２ ２５ １６ ３ ４ ２ ３ １ １６９

再 検 数 ２０ １８ ２３ ４６ ３２ ３６ ３２ １５ ８ ７ ２ ３ ２４２

表１ 神経芽細胞腫検査実施件数 （６ヶ月児）

＊再検の場合１人が２～３本採尿する場合がある
平成１５年度 ２本 １件�

�
�

	
�

３本 ２０件

（１歳６ヶ月児）

＊再検の場合１人が２～３本採尿する場合がある
平成１５年度 ２本 ０件�

�
�

	
�

３本 ０件

表２ 神経芽細胞種マス・スクリーニング検体数・再検数（６ヶ月児）

（陽性： 坂出 １件）
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平成１５年 平成１６年
計

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

検
査
実
人
員
数

坂 出 １歳６ヶ月 ２０ ２８ ２３ １５ １８ １８ ４ ０ ０ １ ０ ０ １２７

国分寺 １歳６ヶ月 ６ ９ １１ １８ ７ １５ ４ ２ ０ ０ ０ ０ ７２

飯 山 １歳６ヶ月 １１ ８ ７ ４ ７ ７ ４ １ ０ ０ ０ １ ５０

宇多津 １歳６ヶ月 １９ １０ ８ １６ １１ １２ ３ ４ ２ ０ ０ ０ ８５

計 ５６ ５５ ４９ ５３ ４３ ５２ １５ ７ ２ １ ０ １ ３３４

再 検 依 頼 数 ２ ２ ２ ４ １ １１

検 体 不 備 数 ０

疑 陽 性 数 ２ ２ ２ ４ １ １１

再 検 数 １ ２ ２ １ １ ７

年度 出生数 受検者数 受検率 要精検者数 発見率 累積発見率

S６２ １０７８６ ８０１０ ７４．２６ １ １/８０１０ １/８０１０
S６３ １０４８２ ７８１６ ７４．５７ ３ １/２６０５ １/３９５７
H１ ９８２７ ７７５５ ７８．９２ ０ ０/７７５５ １/５８９５
H２ ９５５５ ７５７２ ７９．２５ ０ ０/７５７２ １/７７８８
H３ ９３８４ ７６２８ ８１．２９ １ １/７６２８ １/７７５６
H４ ９４０６ ８１９０ ８７．０７ １ １/８１９０ １/７８２９
H５ ９０４７ ７７０８ ８５．２０ １ １/７７０８ １/７８１１
H６ ９５５５ ７５９０ ７９．４３ ２ １/３７９５ １/６９１９
H７ ９５８８ ７９２７ ８２．６８ ２ １/３９６４ １/６３８１
H８ ９７３６ ７７３９ ７９．４９ ２ １/３８７０ １/５９９５
H９ ９８０５ ７８７９ ８０．３６ ３ １/２６２６ １/５３６３
H１０ １０１８３ ８０４９ ７９．０４ １ １/８０４９ １/５５２１
H１１ ９９９３ ８０７８ ８０．８４ ０ ０/８０７８ １/５９９７
H１２ １００５９ ８１０２ ８０．５４ ２ １/４０５１ １/５７９２
H１３ ９５７９ ８０８２ ８４．３７ ２ １/４０４１ １/５６２５
H１４ ９５６１ ８０５２ ８４．２２ １ １/８０５２ １/５７３５
H１５ ９１０６ ４９３９ ５４．２４ １ １/４９３９ １/５７０１

合計・平均 １６５６５２ １３１１１６ ７９．１５ ２３ １/５７０１

年度 出生数 受検者数 受検率 要精検者数 発見率 累積発見率

H３ １０３７

H４ １０９０ ３９９ ３８．４８ ０ ０/３９９ ０/３９９
H５ １０６５ ４６９ ４３．０３ ０ ０/４６９ ０/８６８
H６ １１８３ ５４８ ５１．４６ ０ ０/５４８ ０/１４１６
H７ １１６９ ６０８ ５１．３９ ０ ０/６０８ ０/２０２４
H８ １２１８ ６３０ ５３．８９ １ １/６３０ １/２６５４
H９ １２１０ ６６５ ５４．６０ ０ ０/６６５ １/３３１９
H１０ １２２４ ６８１ ５６．２８ ０ ０/６８１ １/４０００
H１１ １１４４ ６８５ ５５．９６ ０ ０/６８５ １/４６８５
H１２ １１７６ ６３６ ５５．５９ ０ ０/６３６ １/５３２１
H１３ １１４９ ６３４ ５３．９１ １ １/６３４ １/２９７８
H１４ １２１０ ６４４ ５６．０５ ０ ０/６４４ １/３３００
H１５ １１９０ ３３４ ２７．６０ ０ ０/３３４ １/３４６７

合計・平均 １５０６５ ６９３３ ４６．０２ ２ １/３４６７

表３ 神経芽細胞種マス・スクリーニング検体数・再検数（１歳６ヶ月児）

表４ １７年間の実施状況（６カ月児）

表５ １２年間の実施状況（１歳６カ月児）
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